
広
告
界
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、ま
た
大
便
と
し
て
の
両
方
の
経
験
を
兼
ね
備
え
る

ヤ
ン
グ
・ア
ン
ド
・ル
ビ
カ
ム
・ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
の
名
誉
会
長
エ
ド
ワ
ー
ド
・ネ
イ
氏
に
ご
自
身
の
歩
ん
で
き
た
道
、

大
便
と
し
て
民
間
の
広
告
会
社
で
の
経
営
経
験
を
ど
の
よ
う
に
役
立
て
た
か
、世
界
の
広
告
界
の
重
鎮
に
迫
る
。

一
エ
ド
・ネ
イ
氏
に
つ
い
て

エ
ド

・
ネ
イ
氏
は
依
然
と
し
て
笙
操
と

し
て
い
る
世
界
の
広
告
界
の
長
老
で
あ
る
。

広
告
界
に
入
っ
た
の
は
、
１
９
４
７
年
。

振
り
出
し
は
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ
社
。
４
年
後
に
米

国
の
総
合
広
告
会
社
ヤ
ン
グ
・
ア
ン
ド

・

ル
ビ
カ
ム

（Ｙ
＆
Ｒ
）
に
入
社
。
ク
ノ
エ

イ
テ
ィ
ブ
志
向
の
強
い
営
業
マ
ン
と
し
て
、

ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ズ
の

「
シ
ェ
ロ
」
な
ど
数

多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
育
成
に
心
血
を
注
い
だ
。

１
９
６
０
年
代
半
ば
、
Ｙ
＆
Ｒ
社
の
海
外

進
出
が
ま
だ
メ
キ
シ
ョ
、
カ
ナ
ダ
、
英
国

に
限
ら
れ
て
い
た
頃
、
同
社
の
国
際
担
当

責
任
者
と
な
り
、
国
際
化
を
強
力
に
推
進

し
た
。
１
９
７
０
年
に
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就

任
。
１９
年
間
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
た
後
、

１
９
８
９
年
よ
り
１
９
９
２
年
ま
で
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
下
の
駐
カ
ナ
ダ
米
国
大
使
。
大

物
大
使
、
名
大
使
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。
１
９
９
３
年
に
ア
メ
ノ
カ
に
帰
国
、

そ
の
後
Ｙ
＆
Ｒ
の
系
列
で
あ
る
、
バ
ー
ノ

ン
・
マ
ー
ス
テ
ラ

（ア
メ
リ
カ
最
大
の
Ｐ

Ｒ
・
企
業
広
告
専
門
会
社
）
の
最
高
顧
問

会
議
議
長
等
を
歴
任
。
現
在
、
ヤ
ン
グ

・

ア
ン
ド

・
ル
ビ
カ
ム
・
ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン

グ
社
の
名
誉
会
長
。
マ
デ
ィ
ノ
ン
街
に
あ

る
Ｙ
＆
Ｒ
の
１
階
奥
に
位
置
す
る
「ネ
イ
・

セ
ン
タ
ー
」
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
、
後
輩

の
幹
部
社
員
の
教
育
に
力
を
注
ぐ
と
同
時

に
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
経
営
者
と
の
懇
談

で
多
忙
で
あ
る
。
広
告
主
ト
ッ
プ
の
と
の

話
し
合
い
は
、
「刺
激
に
富
み
、
勉
強
に
も

な
る
し
愉
快
で
楽
し
い
」
よ
う
だ
。
い
ま

だ
に
元
気
で
現
役
で
あ
る
。

広
告
殿
堂
入
り
は
と
っ
く
に
果
し
て
い

る
。
「ア
メ
リ
カ
の
広
告
界
で
最
も
尊
敬
す

る
長
老
は
誰
か
」
の
質
問
に
対
す
る
答
え

で
は
間
違
い
な
く
同
氏
は
ト
ッ
プ
３
に
名

前
が
挙
が
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、

ア
メ
ノ
カ
に
と
っ
て
極
め
て
重
い
駐
カ
ナ

ダ
大
使
の
任
務
を
成
功
裏
に
遂
行
し
た
事

な
ど
数
多
く
の
貢
献
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

強
国
な
信
念
に
基
づ
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
重
要
性
を
謳
い
、
「ホ
ー
ル
・
エ
ッ

グ
」
構
想
を
既
に
１
９
７
１
年
、
７２
年
に

提
唱
し
、
こ
れ
を
Ｙ
＆
Ｒ
に
根
づ
か
せ
た
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ホ
ー
ル
・エ
ツ
グ
構
想
の

提
唱
と
実
現

悩
ん
だ
こ
と
は
、
消
費
イ
に
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
必
ず
し
も

″
シ
ン
プ

ル
、
ダ
イ

レ
ク
ト
、
フ
ォ
ー
カ
ス
ク
の
原
ｌｔｉｌ
に
則

っ

て
い
な
か

っ
た
こ
と
だ
」
。
例
え
ば
、
「
６０
年

代
、
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
社

（タ
イ
ヤ
、
ゴ
ム

製
品
製
造
業
）
を
担
当
し
、
日
雌
Ｈ
の
午

後

（高
祝
聴
キ
の
時
――――
朴
）
の
ブ
ロ
。
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
呑
紺
を
提
供
し
た
①
高
級

な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
た
め
、

煮
帖
ら
し
い
Ｃ
Ｍ
を
流
し
満
足
し
て
い
た
。

し
か
し
！
Ｈ
の
ザ

・
デ
イ
リ
ー

・
ニ
ュ
ー

ス
紙
朝
刊
に
、
″
４
本
た

っ
た
の
９９
ド

ル
″

の
タ
イ
ヤ
の
広
件
が
掲
載
さ
れ
た
」。
つ
ま

リ
ネ
イ
氏
は

「同
じ
介
業
、
同
じ
ブ
ラ
ン

ド
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ

と
を
怠
り
、
峡
体
に
よ

っ
て
令
く
辻
う
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
広
告
を
打

っ
て
し
ま

っ
た
。
無
駄
な
こ
と
、
ま
ず
い
こ
と
を
や

っ
て
い
る
な
と
思
い
悩
ん
で
い
た
③
媒
体

に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
構
築
は
批
も
■
要
な
点

で
あ
り
ま
た
そ
の
手
段
と
し
て
、
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
、
声
の
ト
ー
ン
牛
の
統

一
は
版

め
て
■
要
で
あ
る
」
と
牛
者
に

‐
ｉｌｉ
る
。
ま

た

「当
時
、

一
部
の
有
力
広
告
ｉ
は
広
告

だ
け
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｒ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
ダ
イ
レ
ク
ト

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

■
祝
。
ま
た
そ
れ
ら
の
活
動
と
メ
デ
ィ
ア

に
よ
り
広
告
と
の
辻
助
、
統
合
を
■
机
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
有
力
な
山
動
中
会
社

や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・グ
ッ
ズ
の
メ
ー
カ
ー
（消

峻
財
）
は
、
特
に
海
外
で
広
告
だ
け
を
切

り
離
し
て
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、″統
合
〃

の
■
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い

っ
た
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
ネ
イ
氏
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の

成
長
の
た
め
に
は
メ
デ
ィ
ア
広
告
の
み
な

ら
ず
、
Ｐ
Ｒ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ダ
イ

レ
ク
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
統
合

（イ

H ~ ■ 先
兄
lJ二
で
あ
ろ
う
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ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
が
重
要
で
あ
る
と

強
く
認
識
し
て
い
る
。
今
日
よ
く
言
わ
れ

て
い
る

「イ
ン
テ
グ
レ
ィ
テ
ッ
ド

・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
。
「私
が
海
外
を
担

当
し
始
め
、
超

一
流
の
広
告
主
の
動
き
を

見
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
点
の

重
要
性
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
要
因
の
一

つ
で
あ
っ
た
。」
ネ
イ
氏
は
そ
の
後
Ｙ
＆
Ｒ

の
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
１
９
７
０
年
１１
月
に
就

任
し
、
約

一
年
半
準
備
し
た
上
で
、
「ホ
ー

ル
・
エ
ッ
グ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
唱
し
、

さ
ら
に
こ
れ
を
具
体
化
す
る
方
針
を
明
確

に
打
ち
出
し
た
。
幹
部
会
を
ジ
ャ
マ
イ
カ

で
開
催
し
た
た
め
、
後
に
社
内
で
は

″ジ

ャ
マ
イ
カ
会
議
〃
が
よ
く
話
題
に
な
っ
た
。

「ま
ず

『サ
ド
ラ
ー
＆
ヘ
ネ
シ
ー
』
（薬
品

の
広
告
主
専
門
の
統
合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
会
社
）を
Ｙ
＆
Ｒ
の
傘
下
に
加
え
、次

に

『
ワ
ン
ダ
ー
マ
ン
』
（ダ
イ
レ
ク
ト
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
と

『ケ
イ
ト
　
ジ

ョ
ン

ソ
ン
』
（セ
ー
ル
ス
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）

を
１
９
７
４
年
に
加
え
、
１
９
７
９
年
に

は

『バ
ー
ノ
ン
・
マ
ー
ス
テ
ラ
』
（Ｐ
Ｒ
企

業
広
告
専
門
）
を
Ｙ
＆
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
入

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
成
功
し
た
。
「戻
「後
国

際
化
が
ま
す
ま
す
進
む
時
代
に
、
Ｙ
＆
Ｒ

と

一
緒
に
な
れ
ば
国
内
専
門
会
社
の
レ
ベ

ル
か
ら
脱
皮
出
来
る
。』
こ
の
点
を
説
得
の

材
料
に
し
、
Ｙ
＆
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ

て
も
ら
う
事
が
実
現
し
た
」。

電
通
が
ト
ー
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
提
唱
し
て
今
日
既
に
２０
年
。
今
や

世
界
の
多
く
の
有
力
広
告
会
社
は

″
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ

・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
ク

や

″
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
″
を
強
調
す
る
が
、
１
９
７

２
年
に

″
ホ
ー
ル
・
エ
ッ
グ
″
構
想
を
提

唱
し
、積
極
的
な
展
開
を
実
施
し
た
ニ
ド
・

ネ
イ
氏
の
ビ
ジ

ョ
ン
と
実
行
力
は
高
く
評

価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
Ｙ
＆
Ｒ
と
は

３０
年
近
く
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て

イ
ン
テ
グ
レ
ィ
テ
ッ
ド

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
、
Ｙ
＆
Ｒ

は
現
在
８０
ヵ
国
に
５
３
９
の
オ
フ
ィ
ス
を

持
つ
広
告
会
社
で
あ
り
、
２
０
０
０
年
に

Ｗ
Ｐ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

Ｙ
＆
Ｒ
の
特
徴
は
、
Ｙ
＆
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
協
調
し
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
エ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
テ
イ
ラ
ー

・

メ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
は
独
立
し
て

は
い
る
も
の
の
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ビ
ジ

ネ
ス
上
の
目
的
遂
行
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
そ
の
最
大
の
業
務
ユ
ニ
ッ
ト
が

Ｙ
＆
Ｒ

ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
で
あ
る
。
同

社
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
に
対
す
る
ブ
ラ

ン
ド
診
断

・
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
手
掛
け
る
。

ま
た
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、電
通
と
Ｙ
＆

Ｒ
と
の
ジ

ョ
イ
ン
ト

・
ベ
ン
チ
ャ
ー

（Ｊ

Ｖ
）
で
あ
る
電
通
ヤ
ン
グ

・
ア
ン
ド

・
ル

ビ
カ
ム

（Ｄ
Ｙ
＆
Ｒ
）
が
、
ア
ジ
ア
を
中

心
に
１６
カ
国
２７
の
オ
フ
ィ
ス
を
持
つ
。
同

社
は
、
ブ
ラ
ン
ド
診
断
シ
ス
テ
ム

（ブ
ラ

ン
ド

・
ア
セ
ッ
ト

・
バ
リ
ュ
エ
イ
タ
ー
）

を
活
用
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ブ
ラ
ン

ド
強
化
だ
け
で
な
く
、
日
系
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
ブ
ラ
ン
ド
診
断

・
育
成
の
サ
ー
ビ
ス

の
実
績
で
も
著
名
で
あ
る
。
一）の
Ｊ
Ｖ
は
、

１
９
８
１
年
以
来
続
き
、
お
よ
そ
Ｊ
Ｖ
の

平
均
が
４
～
５
年
で
終
結
に
い
た
る
こ
と

を
考
え
る
と
、最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
、数

少
な
い
Ｊ
Ｖ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
電
通

の
故
吉
田
秀
雄
元
社
長
時
代
か
ら
Ｙ
＆
Ｒ

と
の
交
流
は
あ
っ
た
が
、
初
め
て
電
通
と

Ｙ
＆
Ｒ
の
Ｊ
Ｖ
の
調
印
が
な
さ
れ
た
の
は
、

１
９
８
１
年
電
通
の
故

・
凹
丸
秀
治
元
社

長
と
Ｙ
＆
Ｒ
の
エ
ド

・
ネ
イ
氏
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
と
り
わ
け
日
本
に
お
い
て
、
電

通
と
の
合
弁
会
社
は
大
き
な
評
判
と
な
る
。

カ
ナ
ダ
夫
便
と
広
告
会
社
の
経
験

ネ
イ
氏
は
、
「サ
タ
デ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
」

誌
の
著
名
な
編
集
長
ノ
ー
マ
ン
・
カ
ズ
ン

氏
と
１
９
６
０
年
代
の
始
め
か
ら
親
し
か

っ
た
。
当
時
の
大
統
領
の
ジ

ョ
ン
・
Ｆ

・

ケ
ネ
デ
ィ
ー
は
議
会
と
同
時
に
ア
メ
リ
カ

国
民
に
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
い
と

の
願
い
を
持
ち
、
ノ
ー
マ
ン
・
カ
ズ
ン
氏

が
仲
介
者
と
し
て
当
時
の
エ
ド

・
ネ
イ
氏

に
相
談
し
に
訪
ね
て
来
た
。
そ
し
て
、
ケ

ネ
デ
ィ
ー
の
政
策
を
訴
求
す
る
た
め
に
、

ア
メ
リ
カ
の
主
要
新
聞
各
紙
に
全
ペ
ー
ジ

広
告
を
掲
載
し
、
Ｔ
Ｖ

・
ラ
ジ
オ
に
よ
る

ス
ポ
ッ
ト
・キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

「ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
仕
事
が
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ベ
ー
ス
で
出
来
る
と
は
、
そ
れ
ま
で

思
っ
て
も
兄
な
か
っ
た
」
と
述
懐
す
る
。

ネ
イ
氏
は
、
ノ
ー
マ
ン
・
カ
ズ
ン
氏
と
の

交
流
を
通
じ
て
、　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
商
品
広
告
に
限
定
せ
ず
、
政
治

・
政
策

を
含
め
た
よ
り
広
い
領
域
で
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

１
９
８
９
年
か
ら
１
９
９
２
年
半
ば
ま

で
、
駐
カ
ナ
ダ
米
国
大
使
と
し
て
、
ネ
イ

氏
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
ヨ
の

自
由
貿
易
協
定

（Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
締
結

一
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実
現
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
筆
者
は

ニ
ド

・
ネ
イ
氏
に
対
し

「広
告
会
社
の
経

験
は
カ
ナ
ダ
大
使
時
代
、
プ
ラ
ス
に
な
っ

た
か
」
と
尋
ね
た
。
答
え
は
力
強
い

「イ

エ
ス
」
で
あ
っ
た
。
理
由
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
「
ヨ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は

大
使
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
」
と
い

う
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
予
期
し
て
い
た
答

え
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
い
う
と

「説
得

す
る
力
」
で
あ
る
。
「多
国
籍
民
族
か
ら
な

る
ア
メ
ノ
カ
の
消
費
者
や
多
様
な
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
対
し
て
、
広
告
主
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ど
の
様
に
伝
え
、
説
得
す
る
か
と
向

き
合

っ
た
経
験
は
、
大
使
に
な
っ
て
非
常

に
役
立

っ
た
」
と
語
る
。
ネ
イ
氏
は
更
に

次
の
点
を
強
調
し
た
。
そ
れ
は

「複
眼
の

重
要
性
」
で
あ
っ
た
。
「大
使
に
な
っ
て
す

る
事
は
、
ま
ず
赴
任
先

（カ
ナ
ダ
）
の
首

相
や
担
当
大
臣
と
親
し
く
な
り
、
信
頼
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

信
頼
す
る
良
き
友
人
に
な
り
得
た
」。
し
か

し
同
時
に
ネ
イ
氏
は

「ア
メ
ノ
カ
の
大
統

領
や
国
務
大
臣
、
他
関
係
す
る
大
臣
と
上

院

・
下
院
の
有
力
議
員
と
の
信
頼
関
係
構

築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
強
く
感
じ

た
。
「幸
い
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領
と
の
ヨ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
親
密
で
あ
っ
た
が
、

同
時
に
ア
メ
ノ
カ
国
民
の
気
持
ち
や
考
え

を
理
解
す
る
上
で
も
、
有
力
な
上
院

・
下

院
議
員
と
の
パ
イ
プ
も
重
要
で
あ
っ
た
」

と
述
べ
る
。
片
方
だ
け
で
な
く
、
母
国
と

赴
任
先
の
国
と
の
両
方
を
見
る
と
い
う
、

複
眼
の
大
切
さ
は
、
広
告
会
社
と
似
て
い

る
と
い
う
。
広
告
会
社
で
は
、
広
告
主
と

の
信
頼
関
係
は
と
て
も
大
切
だ
が
、
同
時

に
広
告
主
の
品
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
買
っ
て

く
れ
る
消
費
者
を
良
く
知
り
、
消
費
者
と

ヨ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
も
大

切
だ
。
「消
費
者
が
広
告
主
の
品
物
の
グ
ラ

ン
ド
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
、
広
告
人
た

る
も
の
常
に
そ
の
事
を
考
え
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
岩
消
費
者
で
あ
る
女
性
と
話

す
こ
と
も
大
事
な
ん
だ
よ
」
と
笑
う
。
複

数
の
グ
ル
ー
プ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
常
に
要
求
さ
れ
る
広
告
会
社
の
経
験

と
訓
練
は
、
大
使
の
仕
事
と
も
共
通
し
た

資
質
で
あ
る
。
「私
の
広
告
会
社
で
の
キ
ャ

ノ
ア
と
そ
こ
で
培
っ
た
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
は
、

勿
論
大
き
な
プ
ラ
ス
で
あ

っ
た
」。

一
エ
ド
・ネ
イ
氏
が
追
加
し
た
こ
と

初
稿
を
エ
ド
・ネ
イ
氏
に
お
見
せ
し
た
。

す
る
と
同
氏
か
ら
直
ち
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
が

届
い
た
。
二
つ
の
点
を
時
間
が
許
す
な
ら

ば
、
付
け
加
え
て
欲
し
い
と
要
請
が
あ
っ

た
。
一
一つ
と
も
大
変
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
、

筆
者
と
し
て
は
読
者
の
方
々
に
是
非
お
知

ら
せ
し
た
い
と
考
え
る
。

第

一
点
は
、
「ホ
ー
午

エ
ッ
グ
構
邪心
の

導
入
は
、
私
が
Ｙ
＆
Ｒ
の
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に

就
任
し
て
間
も
な
く
の
事
で
あ
っ
た
が
、

強
調
し
た
い
点
は
、
私
が
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に

就
任
す
る
前
、
１９
年
の
長
き
に
渡

っ
て
、

ア
メ
ノ
カ
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
の
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
も
担
当
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

有
力
な
広
告
主
が
広
告
会
社
に
ど
の
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
い
る
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
私
は
か
な
り
な
深
い
理
解
を
持

つ
こ
と
が
出
来
た
と
自
負
し
て
い
る
。
と

り
わ
け
既
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
広
告

を
展
開
し
始
め
て
い
た
有
力
な
広
告
主
は
、

広
告
会
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
領
域

に
つ
い
て
、
充
分
満
足
し
て
い
な
い
と
の

認
識
を
持
っ
た
。
私
は
こ
の
問
題
を
認
識

で
き
る
立
場
に
い
た
こ
と
に
よ
リ
ホ
ー
ル
・

エ
ッ
グ
構
想
へ
と
導
く
こ
と
が
出
来
た
こ

と
を
、
今
振
り
返
っ
て
み
て
感
謝
し
て
い

る
」。第
一
百
小は
、
「ホ
ー
ル
・
エ
ッ
グ
構
想
の

提
唱
は
、
確
か
に
私
が
始
め
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
現
実
に
実
務
レ
ベ
ル

（エ
グ
ゼ
キ

ュ
ー
シ
ョ
ン
）
で
展
開
し
始
め
る
ま
で
の

過
程
に
お
い
て
は
、
何
百
人
と
い
う
Ｙ
＆

Ｒ
の
人
た
ち
が
ビ
ジ
ョ
ン
と
情
執
小を
持
っ

て
懸
命
に
働
い
て
く
れ
た
事
を
忘
れ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
ビ
ジ
ョ
ン
に
共
鳴
す
る

優
れ
た
人
達
の
献
身
的
な
努
力
、
こ
れ
が

あ
っ
て
、
初
め
て
ホ
ー
ル
・
エ
ッ
グ
構
想

が
現
実
の
も
の
に
な
っ
た
事
を
私
は
強
調

し
た
い
。
頑
張
っ
て
く
れ
た
当
事
の
Ｙ
＆

Ｒ
の
仲
間
達
に
感
謝
し
た
い
。
ホ
ー
ル
・

エ
ッ
グ
の
実
現
は
、
Ｙ
＆
Ｒ
の
会
長
で
あ

っ
た
私

一
人
の
ワ
ン
マ
ン
・
シ
ョ
ー
で
は

決
し
て
な
か
っ
た
こ
と
を
宣
伝
会
議
の
読

者
の
方
々
に
是
非
お
伝
え
項
き
た
い
」。
以

上
二
点
、
ま
こ
と
に
エ
ド

・
ネ
イ
氏
ら
し
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| い
至
言
の
言
葉
で
あ
る
と
私
は
感
銘
を
受

け
た
。

エ
ド

・
ネ
イ
氏
は
、
広
告
会
社
で
培
っ

た

「複
眼
」
で
物
事
を
見
る
経
験
と

「説

得
す
る
力
」
を
充
分
に
活
用
し
、
カ
ナ
ダ

大
使
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
実
現
に

大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
ま
た
、
「イ
ン
テ

グ
レ
イ
テ
ッ
ド

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を

中
心
と
し
た

「ホ
ー
ル
・
エ
ッ
グ
構
想
」

モ
デ
ル
を
創
り
上
げ
た
ネ
イ
氏
は
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
不
満
や
ニ
ー
ズ
に
じ
っ
と
耳

を
傾
け
、
解
決
す
べ
く
モ
デ
ル
を
考
え
出

し
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
就
任
時
に
構
想
の

「実
施
」

に
着
手
し
た
。
そ
こ
に
は
、
広
告
人
と
し

て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
中
心
に
考
え
る
「ク

ラ
イ
ア
ン
ト

・
オ
ノ
エ
ン
テ
ッ
ド
」
の
精

神
が
あ
る
。
決
し
て
奢
ら
ず
、
モ
デ
ル
を

構
築
し
て
も
会
社
と
し
て
、
テ
ー
ム
と
し

て
実
現
に
携

っ
た
人
々
を
決
し
て
忘
れ
な

い
と
い
う
謙
虚
な
姿
勢
に
は
感
心
す
る
。

２
時
間
以
上
に
も
及
ぶ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、
同
氏
の
強
い
信
念
と
は
別
に
、
ジ

ョ

ー
ク
が
至
る
所
で
炸
裂
し
、
「若
さ
」と
「魅

力
」
を
持
っ
た

「華
」
の
あ
る
ネ
イ
氏
と

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
す
こ
と
が
出
来
た
。

〕序

一岬
夕
含
き
し
・
の
ぷ
ひ
さ
】

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
岸
・ア
ン

ド
・ア
ツ
シ
エ
ー
ツ
代
表
取
締
役
。

ハロルド・バーノン氏

いまなお若々しい八ロルド・パーソン氏 (右)

ネイ氏はカナダから帰国された後、

数年バーソン・マーステラの最高顧間

会議の議長をされたことは本稿の冒

頭で紹介した。エド・ネイ氏の親しい

友人のお一人でもある、八ロルド・パ
ーツン氏の近況を本稿でご紹介する。

バーソン氏は現在アメリカで最大で、

最も優れたPR会 社の一つであるパー

ソン・マーステラの
｀
創立会長

″
であ

る。筆者はエド・ネイ氏とのインタビ

ューの数日前に八ロルド・バーソン氏

を訪ねた。パーソン氏も若々しい。

1950年 代、いまだアメリカにPR会

社なるものが殆どなかった時代に、

同氏はニューヨークでPR会 社を設立

した。バーソン氏によると 「私はい

まだに現役のAE(ア カウント・エグゼ

クティブ)だ。AEを している時が一

番楽しい、新規クライアントも私が

開拓する」と語る。

'い ソン氏は、2000年 のPRVVeek

誌で、「今世紀PR界 で最も影客力のあ

る人物」として評されている。これ

は同氏が過去50年 以上にわたり、企

業CECは 勿論のこと、公共団体のト

ップから歴代大統領に至るまで、「良

き相談相手」として信頼され続けて

きた証である。特にレーガン大統領

とは親しかったとの事で、今でも「ミ

スター・レーガン」を懐かしんで、親

しみ深く語る。特に大統領引退後は

頻繁に前大統領にお目にかかり、PR

コンサルティングをやっていたと目

を細めた。

ポストン大学は、全米で最初にPR・

コミュニケーション学科が設立され

たことで著名である。2003年 9月に

は八ロルド・パーソンチェアーが設立

され、メディア、コミュニケーショ

ン、PR等 の分野での講義やフォーラ

ムの開催を中心とした、′ヽロルド・パ
ーソン・リーダーシップフォーラムが

出来た。

「チェアー」設立に当たつての寄金

は、Y&R社 、バーソン・マーステラ社

や同社の従業員も一部負担したよう

だが、主たる財源はパーソン・マース

テラ社の長年のクライアントからの

寄付によるものだ。パーソン氏は「有

難いことだ」と感慨深く語つた。

ボストン大学のシユルツ学部長は

「バーツン氏による教授への協力や学

界とのパートナーシップは今に始ま

つたことではなく、1960年 代からバ
ーソン氏や同僚の方は、セミナー、

講義、プレゼンテーションで当校の

多くのPR担当教授の教育に携つてき

た」と述べ、「パーソン氏を知る人達

は皆が、
｀
落着いた賢者

″
で問題の本

質にすばりと切り込み、問題解決ヘ

明確に導く、伝説的な人物であると

述べる」。当のバーツン氏は将来のPR

教育に関して、「生徒には、コミュニ

ケーションの技能を高めるだけでは

なく、人間としての高潔さを求めて

欲しい」と述べ、更に 「メディアに

対してクライアントの行動をいかに

上手に伝えるかよりも、クライアン

トが取るべき最善の行動をアドバイ

スする事の方が遥かに大切である」

と力説する。最後に 「どんなに素晴

らしいコミュニケーションのプログ

ラムが出来ても、それがもし正しい
｀
行動
″
に基づかないものであれば、

そのプログラムは失敗する。これは

どんなに強調してもしすぎることは

ないと」とパーソン氏は締めくくっ

た。クライアントである経営者に対

して、
｀
何をすべきか

″
と正しい行動

を促すバーソン氏の言葉は、クライ

アント・サービスの本質であり、非

常に重い言葉であると筆者は強く感

じた。
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